


















1 - 1 ．開講状況
本科目は、スポーツ健康科学部 3年生次の春学期に開講しており、教員免許状（保健体育）取得を希
望する学生に対しては必須科目としている。2017 年度は、2クラス開講で各クラス異なる教員が担当し












































開Ⅱ」の学習過程で構成した（表 3）3）。各学習過程は 15 分間に設定し、それぞれ 1名の学生が担当する。










そこで 2017 年度では、はじめの 2回の模擬授業を 2016 年度同様、「導入」または「展開Ⅰ・Ⅱ」を
担当し、3回目の模擬授業に限っては、1グループ 3名編成で 55 分間の授業を担当する形式を試みた（表




表 4 - 1：2016 年度と 2017 年度の模擬授業実施方法
2016 年度 2017 年度
模擬授業回数 各学生 3回 各学生 3回
指導時間 ・15 分間 /教師役学生
・15 分間 /教師役学生
・ 2 回のみ 2016 年度と同じ
・ 3 回目は、グループが 55 分間の授業を担当
指導対象者数 生徒役 12 ～ 15 名 生徒役 10 ～ 22 名
担当内容 導入・展開Ⅰ /展開Ⅱのいずれか 導入・展開Ⅰ /展開Ⅱのいずれか
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表 4 - 2：教師役学生 3名による 55 分間の模擬授業
授業時間 55 分
週 期 日 グループ 教師役学生 ID 内容（回） 実施方法
12 6 月 28 日陸上競技場






B 5  6  7 ハードル走　1/2
C 5  6  7 短距離走　1/2
D 5  6  7 リレー　1/2
13 7 月 5 日陸上競技場
A 8  9  10 走り高跳び　2/2
B 8  9  10 ハードル走　2/2
C 8  9  10 短距離走　2/2
D 8  9  10 リレー　2/2
14 7 月 12 日陸上競技場
A 11  1  2 リレー　1/2
B 11  1  2 ジャベリック　1/2
C 11  1  2 走高跳　1/2
D 11  1  2 走幅跳　1/2
15 7 月 19 日陸上競技場
A 3  4 リレー　2/2
B 3  4 ジャベリック　2/2
C 3  4 走高跳　2/2












































































3 ） 白石晃　教員養成教育における模擬授業の取り組み－「保健体育科指導法 2」の授業実践から－天
理大学学報 233：99-123. 2013
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